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⾼知県⼤川村⽴⼤川⼩・中学校

〜 複 式 学 級 で 基 礎 基 本 の 定 着 〜
⼤川⼩・中学校では、基礎基本の定着にｅライブラリを利⽤しています。今回は、算数の授業でドリルを使っ

た⼩学部１、２年⽣の学習の様⼦と先⽣の⼯夫をご紹介します。

１年⽣は基本レベルの問題から復習

この⽇の１年⽣の授業は、先⽣の「ドリルで復習
をしましょう」のかけ声で、前の単元の復習から始
まりました。
児童は、⼤好きなタブレットで学習できることも

あり、基本レベルの問題から意欲的に取り組んでい
ます。つまずいた問題は、リトライ機能でもう⼀度
挑戦し、ヒント機能を使って１００点が取れるまで、
真剣に問題を解いていました。▲ 前の単元の「ひきざん」をドリルで復習

２年⽣は反復学習で基礎基本の定着

２年⽣は、「４のだんの九九」の構成の仕⽅を学
習した後に、ドリルで前時までの復習をしました。
これまで、「３のだんの九九」を基本レベルから順
に取り組んできました。この⽇は、いよいよ挑戦レ
ベルです。「反復学習をすることで、基礎基本の定
着を⽬指しています」と中平先⽣。基本・標準と段
階的に取り組むことで、挑戦レベルの問題も正答を
重ね、１００点が取れていました。▲ 前時までの「３のだんの九九」をドリルで復習

算数 １年︓どちらが ひろい

ｅライブラリは、「学習したことを反復し、基礎基本を定着させる」ことをねらいによ
く利⽤しています。⼦どもたちは、問題を解いた後に表⽰される正誤判定が好きで、
「〇」が表⽰されるととても喜び、「次の問題も頑張ろう」と学習意欲が⾼まります。ま
た、本校は複式学級のため、「間接指導時の学習ツール」として、重宝しています。学習
する教材や問題レベルを⾃分で決めることができるので、ｅライブラリを授業で利⽤する
ようになってから、⼦どもたちがより主体的に学習する姿を⾒られるようになりました。
低学年の授業でｅライブラリを使えるようにするには、早い段階で⼦どもたちに使い

インタビュー ｅライブラリの役割と低学年で使うときのポイント

１、２年担任
中平 亜紀 先⽣

算数 ２年︓かけ算

⽅を教えることが⼤切だと思います。
⼦どもたちは、操作⽅法を覚えるのがとても早いので、低学年から使うことで、学習の機会を多くつ

くることができます。
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間接指導時の学習ツールとして
「複式学級なので、間接指導のときに児童が主体的に学習を進められるｅライブラリは、とて

も重宝しています」と中平先⽣。２つの学年の授業の流れをご紹介します。

これまで、復習に⾃作のプリントを使ってきましたが、作成者に
よって出題の傾向に偏りがありました。ｅライブラリのドリルは、単
元ごとに学習内容が満遍なく出題されるため、バランスよく学習でき
ます。また、プリントを作成する⼿間が減るという効果もあり、教員
の働き⽅改⾰にもつながっていると思います。

先⽣が授業しやすい環境を整えるために

教頭（⼩学部）
⽥上 三惠⼦ 先⽣

めあて︓ひろさをくらべる ほうほうを かんがえよう。

⼤川村は、⼈⼝約４００⼈の村です。⼩学校は複式学級なので、間接指導時に⼦ど
もたちが主体的に取り組める教材を準備することが⼤切です。ＩＣＴは⼦どもたちが
興味をもつ学習ツールで、その中でもｅライブラリは、⾃分の学習進度に沿って主体
的に取り組める上に、学習意欲も⾼まります。間接指導にとても有効な学習ツールと
して、さまざまな場⾯で利⽤しています。

ｅライブラリは学校のさまざまな場⾯で使える

めあて︓４のだんの九九のひみつを⾒つけて
九九をつくろう。

インタビュー

１年⽣ どちらが ひろい ２年⽣ かけ算

は中平先⽣の動き

先⽣が授業でＩＣＴを使いたいときにすぐに使えるように事前準備をしたり、安⼼
して使えるように授業に⽴ち会ったりしています。また、「先⽣のより良い授業づく
り」「⼦どもたちにとって実りのある学習」につながるよう、さまざまな視点から活
⽤提案をするよう⼼がけています。
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